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要  旨 
 理学療法士を養成する大学で実施される短期間の理学療法評価臨床実習の実態を明らかにすることを目的
に，3 年次大学生を対象にアンケート調査を実施した．実習で学生が担当した症例の約 80％が典型的な運動
器疾患であり，約 87％の学生が実習開始 3 日目以内に理学療法評価を開始していた．1 日の検査測定実施時
間は約 40 分，治療実施時間は約 17 分，見学の時間は約 340 分であった．帰宅後，デイリーノートや課題に







 平成 11 年に理学療法教育指定規則の改正が行われ，専








































方  法 



















という回答であった．残り 29名の内訳は 5 年目未満が 4
名（13.8％），5 年目以上 10 年目未満が 15名（51.7％），
10 年目以上 20 年目未満が 7名（24.1％），20 年目以上
が 3 名（10.3％）であった（図 1）．ケースバイザーの
有無に関しては，41名から有効回答が得られ，「有り」
が 31名，「無し」が 10名であった（図 2）． 
 実習オリエンテーションの有無に関しては 41 名から
有効回答が得られ，「有り」が 32名（78％），「無し」
が 9 名（22％）であった（図 3）．オリエンテーション
での実習スケジュールの提示の有無に関しては 40 名か
ら有効回答が得られ，「有り」が 31名（77％），「無し」








脳血管障害が 5名（12.2％），その他が 4名（9.8％）で 
 













































は，１日目が 7名（17.9％），2 日目が 16名（41％），3
日目が 11名（28.2％），4 日目が 3名（7.7％），5 日目




（5％），20 分以上 30 分未満が 6名（15％），30 分以上
40分未満が8名（20％），40分以上50分未満が8名（20％），
50 分以上 60 分未満が 3名（7.5％），60 分以上 70 分未




















図 7 担当開始日 
 
80 分以上 90 分未満が 1名（2.5％），90 分以上 100 分未





査測定を行った時間は 42.6±37.7 分であった．1 日に運
動療法などの治療を行った時間は 17.1±29.3分であった．
1 日に見学をした時間は 338.1±101 分であった．1 日に
レポートなどのフィードバックを頂いた時間は，75.5±
31.5 分であった．これらの平均値の合計は 473 分であっ
た．また，これらの実習でのみ体験できる 4 つの時間カ 






























図 9 実習時間割合 
 
テゴリーの割合は，検査測定が 9.0％，治療が 3.6％，見








「十分受けた」が 20 名（50％），「少し受けた」が 6
名（15％），「あまり受けなかった」が 4名（10％），
「なし」が 10名（25％）であった（図 11）． 




































図 12 デイリーノートや課題遂行に要した時間 
 
41 名から有効回答が得られ，245.9±117 分であった．時
間カテゴリー別にみると，60 分以上 120 分未満が 6 名
（14.6％），120 分以上 180 分未満が 5名（12.2％），180
分以上 240 分未満が 7 名（17.1％），240 分以上 300 分
未満が 10 名（24.4％），300 分以上 360 分未満が 6 名
（14.6％），360 分以上 420 分未満が 3名（7.3％），420
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分以上 480 分未満が 2名（4.9％），480 分以上 540 分未
満が 1名（2.4％），540 分以上 600 分未満が 1名（2.4％）
であった（図 12）．睡眠時間に関して 41 人から有効回
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Abstruct 
 The aim of this study was to investigate the actual situation of the clinical internship of physical therapy 
evaluation in 3 weeks. The inventory survey was conducted for the third grader student belonging to the 
university which trains a physical therapist. Approximately 80% of disease of the case of what student was 
in charge were the patients after a typical fracture. Approximately 87% of students started a physical 
therapy evaluation within third day. The time of evaluation was approximately 40 minutes, the time of 
therapy was approximately 17 minutes and the time of study by observation was 340 minutes per one day. 
Approximately 4 hours were spent for homework and the time of sleep was approximately 3 hours per day. 
Thus, in consideration of very short period of the clinical internship of physical therapy evaluation, the 
internship could be premeditatedly conducted by supervisor. On the other hand, it was found that the time 
of evaluation and therapy was extremely shorter than the time of study by observation and homework. 
From the viewpoint of hospital management under current fee-for-service system, it could be difficult to 
make a time to evaluation and therapy by student. The new proposal of the clinical intern ship of physical 
therapy system for effective training is necessary. 
 
